
 



この度、宮崎県都城市の施設である都城島津邸が所蔵する、文献を中心とした歴史史料（古

文書・古記録・絵図等）



今回の画像公開は、これらの課題を解決する突破口となるもので、未紹介史料については、

今回の公開を機にはじめて本格的な検討が進められていくことになる。これによって、従来知

られていなかった事実が解明され、都城市域や島津一族の歴史に関する研究が深化していくこ

とが期待される。また紹介済みの史料についても、今後は画像で史料の原態を把握したうえで

再検討をすることにより、新たな論点が導き出されていく可能性が高い。 

そして、こうした画像公開を契機とする新しい研究成果は、都城島津邸の史料展覧会や、史

料編纂所の史料集編纂に生かされていき、それらがまた新たな研究を刺激していくことが見込

まれる。つまり、研究の好循環が生まれることが期待されるのである。 

また歴史学の専門家に限らず、市民も容易に史料画像にアクセスできるようになった意義も

強調しておきたい。今回公開される史料は、都城市域の歴史に深くかかわるものであるので、

特に同市における学校教育や生涯学習での積極的な活用が期待できる。最新の研究成果を市民

に還元し、地域の歴史への関心を呼び起こしていく手段としても、史料画像の Web 公開の意

義は大きいのである。 

最後に、都城市と史料編纂所とが連携したこと自体の意義を述べておきたい。今回の画像公

開は、地域の史料を大切に保存し、目録作成などを通して研究環境の整備を進めている都城市

と、歴史史料データベースの構築・運用に実績のある史料編纂所とがタッグを組んだことで、

はじめて実現した。自治体と研究所とが、それぞれの強みを生かしつつ、連携して課題解決に

挑んだ好例としても、重要といえるだろう。 

 

５．用語解説：  

（注 1）都城島津邸 

都城島津家の歴史的財産を保存・活用していくために、都城市が設置した施設。旧都城島津家

住宅などの建造物群、史料の保存・展示を担う都城島津伝承館、そのほかの野外施設から成る。

国宝・重要文化財を適切に展示できる「公開承認施設」に認定されており、都城島津家史料を中

心とした展覧会を積極的に開催している。 

（注 2）Hi-CAT Plus（ハイキャットプラス） 

史料編纂所のデータベースのうちの一つ。史料編纂所がこれまで撮影・収集した国内および海

外に所在する史料の画像データを閲覧するためのもの。 

（注 3）日本学術振興会「人文学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進事業」 
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